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はじめに 

現在の SAP システムのランドスケープは、アプリケーション、データベース、オペレーティン
グ・システム、クラスタ・ソフトウェア、サーバー、ネットワーク、ストレージを統合して専
門的に管理し、ビジネスに不可欠な高可用性を確保することが求められる、もっとも複雑な
データセンター・ランドスケープの 1 つであると言えます。 

 

Oracle SuperCluster M7 は、データベースとアプリケーションに最適化されたセキュアなプラ
イベート・クラウド・インフラストラクチャを独自に提供する、唯一の SAP 向けアーキテク
チャです。コンピュート・リソース、ストレージ・リソース、ネットワーク・リソースが統合
され、仮想化機能、OS、管理機能が装備されており、SAP ランドスケープに理想的なインフ
ラストラクチャとなっています。Oracle SuperCluster M7 の Software In Silicon、Oracle 
Database In-Memory 、 Oracle Database 12c Advanced Compression 、 Hybrid Columnar 
Compression、Oracle Database Vault 12c、および Solaris コンプライアンス・ツール用 SAP プ
ロファイルは、この SAP と Oracle SuperCluster M7 の組合せでのみ利用できます。 

 

Oracle SuperCluster M7 はあらゆる種類の SAP を実行するのに最適なプラットフォームです。
オラクルの SPARC M7 プロセッサのパフォーマンス、業界最高のセキュリティ、Oracle Solaris 
Cluster とのエンド・ツー・エンドの統合による高可用性、Oracle Solaris に合わせた最適化を
含め、Oracle SuperCluster M7 には新たな最適化が追加されており、これに匹敵するソリュー
ションは他にはありません。 

 

SAP による検証とサポートを活用し、オラクルは革新的な方法で導入を迅速化し、SAP アーキ
テクチャのライフサイクル全体にわたって運用コストを削減します。オラクルと SAP は数十年
にわたって共同開発を行っており、Oracle SuperCluster と Oracle Database は SAP 向けに密に
エンジニアリング、統合されています。Oracle SuperCluster M7 では、SAP コンプライアン
ス・フレームワークの一部として SAP のセキュリティ・コンプライアンス拡張機能が統合され
ています。 

 

Oracle SuperCluster を適切に実装、導入することで、SAP ランドスケープが完全に統合され、
導入の簡素化と迅速化、インフラストラクチャの統合、パフォーマンスの向上、可用性に優れ
たミッション・クリティカルな Oracle クラウド・プラットフォームが達成されています。
Oracle SuperCluster で SAP を実行しているお客様のユースケースが、この広範囲に渡るソ
リューションを実証しています。 

 

このホワイト・ペーパーでは、セキュリティ、パフォーマンス、効率性を含め、SAP ランドス
ケープにおける Oracle SuperCluster M7 のおもな機能と利点について概要を説明します。｢その他
の参考資料｣に、詳細な技術情報が記載されたホワイト・ペーパーへのリンクを示しています。 
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｢今日の競争の激しい IT アウトソーシング・サービス市場では、お客様の期待は高まり続けていま
す。Oracle SuperCluster を使用すれば、総所有コストを削減し、市場投入までの期間を短縮しなが
ら、競争力を維持する上で必要な卓越したパフォーマンスが得られます。オラクルはお客様に成功
をお届けできるよう全力を尽くします。｣ 

ATOS IT SOLUTIONS AND SERVICES GMBH 

COO、MANAGED SERVICES 

EDUARD KOWARSCH 

 

SAP向けOracle SuperCluster M7のおもな利点 

Oracle SuperCluster M7 は、業界でもっとも高度なセキュリティ、卓越したパフォーマンス、効率
性を高める一連の機能強化、ツール、および自動化を備えた、オラクルのセキュアなクラウド・イ
ンフラストラクチャとして設計されており、これらが連動することでコストと複雑さが大幅に軽減
されます。セキュリティ、パフォーマンス、および効率性の面で、SPARC M7 プロセッサ、Oracle 
Solaris 、 Oracle Solaris Cluster 、 Oracle Database 、 SAP な ど の 固 有 の テ ク ノ ロ ジ ー が Oracle 
SuperCluster M7 に統合され、最適化されています。 

SAP ランドスケープは多数のインフラストラクチャ・レイヤーで構成され、複雑であるため、統合
によって総所有コストの削減や、SAP アプリケーションのパフォーマンス、管理性、可用性の向上
といった利点が得られます。従来の SAP ランドスケープは、本番、開発、品質保証に分離した複雑
なインフラストラクチャへと進化しています。 

Oracle SuperCluster は、SAP ランドスケープのアーキテクチャ基盤として、簡素化された統合型の
クラウド・インフラストラクチャを提供します。Oracle SuperCluster は、非常にセキュアで導入、
管理、保守を容易に行える完全な高パフォーマンスの単一インフラストラクチャ内で、コンピュー
ト、ネットワーク、ストレージの各ハードウェアを仮想化、オペレーティング・システム、管理ソ
フトウェアと組み合わせたものです。 

Oracle SuperCluster M7 は高いパフォーマンスを発揮するように設計されており、Oracle および SAP
スタックのすべてのレイヤーで最適化されています（図 1）。SAP との共同開発および共同エンジ
ニアリングは、オラクルの製品戦略およびパフォーマンス最適化プロセスの一環となっています。 
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図1：OracleおよびSAPスタック全体にわたる共同エンジニアリング 

 

「Oracle SuperCluster は、Oracle Database と SAP を実行する IaaS 向けの変換アーキテクチャとし
て実装されました。5 つの事業部門のアプリケーションとデータベースが Oracle SuperCluster に統
合されています。その結果、5 年間で 280 万ドルの OpEx 削減が見込まれており、前年比 20%のビ
ジネス成長に対応できる見通しとなっています。」 

石油/ガス供給会社 

北米 

 

オラクルのセキュアなプライベート・クラウド・サービス・プラットフォームである Oracle 
SuperCluster M7 は、変換アーキテクチャです。SAP データセンターのモダナイゼーションを実施す
る際に財務面で考慮すべき事項には、総所有コストの構成要素として、運用コストの削減、成長に
対応できるだけの将来的な容量、ソフトウェア・ライセンス・コストの削減、およびハードウェア
初期投資の回収期間があります。Orcle SuperCluster を使用すると、運用/管理コストの削減がもっ
とも大きな効果として現れます。インフラストラクチャ、管理、サービスが集約されるため、総所
有コストの大半（通常 80%）を占める OpEx が軽減されます。 

Oracle SuperCluster と SAP の実装に基づいたユースケースにより、幅広い業種や実装規模において
大幅なパフォーマンス向上と効率性が得られることが実証されています。Oracle SuperCluster の実
装で見込まれるお客様ごとの成果は、Oracle Solution Center の技術エンゲージメントを利用するこ
とで、もっとも効率的に評価されます。 
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Oracle SuperCluster M7 は、さまざまな独自のランタイム・セキュリティ・テクノロジーを実装し
た業界でもっとも高度なセキュリティを備えているため、最高レベルのセキュリティ・アーキテク
チャ要件に対応できます。SAP は豊富なビジネス機能とコア・プロセスを統合、一元化し、業界で
最高レベルのセキュリティ・コンプライアンスが求められるビジネス・クリティカルなデータを集
約します。Oracle SuperCluster M7 のエンジニアリングは、SAP を使用されているお客様の要件を独
自に予測し、それを満たすように進化してきました。 

Oracle Solaris は、Oracle Solaris 上で SAP アプリケーションを実行する場合に特化したセキュリ
ティ・コンプライアンス・フレームワークおよびベンチマークを、基本のコンプライアンス・フ
レームワークの延長として装備しています。Oracle Solaris コンプライアンス・ツールが装備する、
Open Security Content Automation Protocol（OpenSCAP）に基づいたレポートフレームワークによ
り、Oracle Solaris と SAP アプリケーションのセキュリティを向上させることができます。 

Oracle SuperCluster M7テクノロジーの概要 

Oracle SuperCluster は 、 Oracle Database 12c 、 Oracle Database 11g 、 Oracle Real Application 
Clusters（Oracle RAC）などの可用性とスケーラビリティに優れたテクノロジーを業界標準ハード
ウェアと組み合わせたものです。オラクルの SPARC M7 サーバー、Oracle Exadata Storage Server、
Oracle ZFS Storage ZS3 Appliance を含め、統合、最適化されたすべてのハードウェアが QDR 
InfiniBand 統合ネットワークによって一体化されています。すべてのコンポーネントは、事前に構
成、テスト、統合、チューニングされ、パフォーマンスが最適化されており、ハードウェアのシン
グル・ポイント障害を排除するように設計されています。 

 

Oracle SuperCluster M7の機能 

Oracle SuperCluster M7 のもっとも優れた機能は以下のとおりです。 

» 比類ないパフォーマンス：Oracle SuperCluster M7 は、汎用コンピューティング向けの世界最速
プロセッサである SPARC M7 を搭載しています。暗号化アクセラレーションと Oracle Database 
12c のクエリー・アクセラレーションの機能強化がプロセッサ設計に直接組み込まれています。
Oracle Database In-Memory 12c で SPARC M7 の In-Line Decompression と SPARC M7 SQL アク
セラレーションを組み合わせることで、大量のリソースを消費する SAP アプリケーションのパ
フォーマンスが向上します。 

» 高度なセキュリティ：Oracle SuperCluster M7 のセキュリティ機能は業界でもっとも高度であり、
独自のさまざまなランタイム・セキュリティ・テクノロジーの実装、システム全体のセキュリ
ティ制御とベスト・プラクティスのテストおよび文書化、コンプライアンス自動検証ツールの
組込みが行われています。独自のテクノロジーには、SPARC M7 の Silicon Secured Memory、
SPARC M7 の暗号化アクセラレーション、読取り専用仮想マシン、エンド・ツー・エンドの監査
証跡などがあります。 
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» スケーラビリティ：Oracle SuperCluster M7 は、SAP 環境に比類ないスケーラビリティも提供し
ます。Oracle SuperCluster は高効率かつセキュアなマルチテナント用に設計されており、スケー
ルアップした仮想化機能とスケールアウトした InfiniBand ファブリックが組み込まれているた
め、テナントのデータベースとアプリケーションへシステム・リソースを極めて柔軟にプロビ
ジョニングできます。さらに、他のテナントのワークロードから常に分離されているため、パ
フォーマンスが最適化され、コンピュート・リソース、メモリ・リソース、ソフトウェア・リ
ソースが無駄に消費されません。 

» セキュアなマルチテナント： 1 台の物理的な Oracle SuperCluster で独自のサービスを同時に運用、
管理することが認められている複数の組織を、セキュアなマルチテナントで高度に分離できます。
アプリケーションごとに、セキュリティ要件、信頼性要件、パフォーマンス要件が異なる可能性が
あります。ワークロードは Oracle Solaris ゾーン内で分離され、リソース管理とユーザー・アカウン
ト管理は一元的に管理されます。Oracle SuperCluster では、CPU、メモリ、および I/O のグループ間
のハードウェア分離を一元的に管理できるため、ノード内の可用性が向上します（図 2）。 

 

 

Oracle SuperCluster M7 
セキュアなマルチテナント –  
セキュアなプライベート・クラウド・アーキテクチャ 

図 2：Oracle SuperCluster のセキュアなマルチテナント 

 

Oracle SuperCluster マルチテナント・アーキテクチャは大域ゾーンの監査管理をサポートしており、
監査とコンプライアンスのネットワーク管理が可能です。監査管理サブシステムによって監査イベ
ント情報が収集、保存、処理されます。テナント固有の非大域ゾーンごとに監査レコードが生成さ
れ、Oracle SuperCluster の各大域ゾーンにローカルに保存されます。このアプローチでは、責任
（レスポンシビリティ）はサービス・プロバイダーに属するため、個々のテナントで監査ポリシー、
構成、記録されたデータが変更されることはありません。 
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｢お客様が直面するおもな問題は、コアあたりの価格を下げ、必要に応じてマルチテナントで柔軟
に拡張できるようにすることです。つまり、グローバルな視点を持って、Oracle Solaris レベルで分
離するということです。Oracle SuperCluster の利点は、非常に高パフォーマンスの処理が可能であ
ることで、これは市場にとって非常に画期的なことです。当社のお客様は常に拡大しています。当
社は市場に大変革をもたらし、これまでなかったメリットをお客様に提供しています。｣ 

DIMENSION DATA 

HEAD OF ENGINEERING SOLUTIONS 

IAN LEWIN 

Oracle SuperCluster M7のセキュリティとSAP 

Oracle SuperCluster M7 は、すぐに使用可能な自動化されたエンド・ツー・エンドのセキュリティ
制御機能を持つ、業界でもっとも高度なセキュリティを提供します。Oracle SuperCluster M7 と SAP
の組合せ向けに設計されたテクノロジーとセキュリティ機能はプロセッサ・ハードウェア固有であ
り、オラクルの包括的な統合型セキュリティ・コンプライアンス制御により使用できます。 

SPARC M7 プロセッサのセキュリティ・テクノロジーには、パフォーマンスを低下させずにオー
バーヘッドのないエンド・ツー・エンドのデータ暗号化を実現する、暗号化アクセラレーションが
含まれます。SPARC M7 プロセッサ自体が、破損やセキュリティ侵害からインメモリ・データを保
護します。事前に設計、構成された「追加設定の不要な」セキュリティ制御により、セキュリティ
保護が適用されてコンプライアンス要件が満たされます。コンプライアンス・レポートの作成、
パッチの自動適用、読取り専用仮想マシン、エンド・ツー・エンドの監査証跡のすべてが自動化さ
れています。以下に、おもな機能を示します。 

表 1：Oracle SuperCluster M7 のセキュリティ機能 

機能 説明 

SPARC M7 の Silicon Secured Memory ソフトウェア・プログラムによる物理システム・メモリへの誤アクセスや不正アク

セスを防止します。 

SPARC M7 の暗号化アクセラレーション オーバーヘッドをほとんど伴わずにエンド・ツー・エンドでデータを暗号化し、パフォー

マンスの低下も生じません。 

読取り専用仮想マシン 管理者や悪用されたアプリケーションが、システムを攻撃にさらすなどして仮想マシンの

構成を偶発的または故意に変更できないようにします。また、SAP アプリケーションを

「不変ゾーン」で実行できるようにします。 

エンド・ツー・エンドの監査証跡 危険が伴う可能性のある管理操作に対する責任（レスポンシビリティ）を構成可能に

し、変更を迅速に特定することが可能です。 

コンプライアンス・レポートの自動作成 セキュリティ専門家やシステム管理者は、IT システムがセキュリティ保護されており、義

務付けられている標準やベスト・プラクティスに準拠していることを、迅速かつ容易に検

証できます。 

管理アクセス制御 システム管理者 1 人ひとりの権限と操作をきめ細かく制御できます。 

追加設定の不要なセキュリティ制御 複雑さを最小限に抑えながら特定のデプロイメント環境に容易に適合できる、詳しいベ

スト・プラクティス・ガイドを提供しています。 
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SAP ランドスケープには、ますます多くのビジネス機能とコア・プロセスが統合され、一体化され
ています。ビジネスに不可欠な機密データが保持されているこの一か所が、社内外のセキュリティ
侵害の標的となっており、コンプライアンス問題の的となっています。実用的なセキュリティ・ガ
イドラインとベスト・プラクティスを利用することで、Oracle SuperCluster M7 による機密情報の
保護、データ整合性の維持、およびユーザーの説明責任（アカウンタビィリティ）の強化を実現で
きます。 

Oracle SuperCluster M7 では、広範な自動コンプライアンス・ツールを使用してセキュリティを簡
素化できます。インストールすると、Oracle Solaris と SAP、CIS、STIG、PCI-DSS などのセキュリ
ティ標準に対応する、直接統合されたセキュリティ制御とコンプライアンスを使用できるようにな
ります。他のセキュリティ・ベンチマークやプロファイルに合わせてポリシーをカスタマイズする
ことも可能です（図 3）。 

SAP では、Oracle VM Server、Oracle Solaris ゾーン、ネットワーク・パーティションの組合せを使
用した階層分離によって、厳重なロールベースの管理権限を SAP 環境全体で強化できます。Oracle 
SuperCluster M7 は、固有のハードウェア、Oracle Solaris、Oracle Database セキュリティを使用し
てアプリケーション展開アーキテクチャのデータ保護を実現するために、高パフォーマンスの暗号
化機能を新規に提供します。 

 

Oracle SuperCluster M7 
セキュリティとコンプライアンスの簡素化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

図 3：Oracle SuperCluster M7 のセキュリティとコンプライアンス 

  

• 追加設定なしに使用できるセキュリティ制御 

– リモートの KVMS サービスの無効化、CLI セッショ
ン・タイム・アウトの設定、rPool と swap の暗号
化、Secure Shell の構成、動的ルーティングの無効化 

• ステップ・バイ・ステップのセキュリティ・クックブック 

• 広範なコンプライアンス自動検証 

• Oracle Solaris ベースライン 

• Oracle Solaris 推奨 

• クレジットカード業界のデータ・セキュリティ標準
（PCI-DSS） 

• SAP ベースライン 
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「Oracle SuperCluster、Oracle VM Server、および Oracle Solaris の仮想化により可能になったスケー
ラブルな変換プライベート・クラウド・プラットフォームによって、オラクルの Siebel アプリケー
ションだけでなく、SAP で実行している JDA Manugistics も移行することができました。また、
Oracle エンジニアド・システムを使用して迅速に導入できたため、すぐにその機能を使用すること
ができました。2 台の SuperCluster システムの本番環境への導入も迅速で、そのうちの 1 台は、
Oracle Active Data Guard とオラクルのディザスタ・リカバリ・ベスト・プラクティス（Oracle 
SuperCluster 用に提供）を適用することでディザスタ・リカバリ用に使用しています。」 

工業製品供給会社 

北米 

 

Oracle SuperCluster M7のパフォーマンスとSAP 

Oracle テクノロジーでもっとも機能強化されたのは、SPARC M7 プロセッサと Oracle Database 12c
のパフォーマンスです。これにより、SAP がリアルタイムのエンタープライズ分析およびビジネス
管理へと一変します。Oracle Database 12c の暗号化アクセラレーションと SQL アクセラレーショ
ン、および SPARC M7 の In-Line Decompression を SAP で実行することで、比類ないパフォーマン
スが得られます。ビジネス・プロセスとビジネス管理はエンタープライズ・プロセスと分析へと変
革を遂げ、ビジネス上の意思決定を即座に行えるようになります。 

SPARC M7 プロセッサが組み込まれたパフォーマンス・アクセラレーションにより、Oracle 
SuperCluster M7 は世界最速のエンジニアド・システムとなっており、エンタープライズ・アプリ
ケーションに適した究極のプラットフォームとなっています。Oracle Database In-Memory 12c の
SQL アクセラレーションにより、分析およびトランザクション処理のパフォーマンスが x86 システ
ムよりも最大 9 倍高速になります。以下に、Oracle SuperCluster M7 のパフォーマンス機能の概要
を示します。 

表 2：Oracle SuperCluster M7 のパフォーマンス機能 

機能 説明 

SPARC M7 プロセッサ 世界最速のプロセッサ。Silicon Secured Memory とオーバーヘッドがほぼゼロの暗号

化アクセラレーションを備えており、Oracle SuperCluster M7 のスピードは前世代の

Oracle SuperCluster T5-8 の 2.6 倍になります。 

SPARC M7 の In-Line Decompression SQL クエリを高速化し、メモリ・リソースを解放します。 

Oracle Database In-Memory 12c の暗号化アク

セラレーションと SQL アクセラレーション 
同時実行のリアルタイム分析とトランザクション処理を実現します。 

Oracle Exadata Storage Server の Exadata 
Hybrid Columnar Compression と Exadata 
Smart Flash Cache 

データウェアハウスのクエリ・パフォーマンスが大幅に向上し、I/O 応答時間が 30 倍

に向上します。 

InfiniBand ファブリック データベースとストレージの応答時間、およびデータ・スループットが飛躍的に向上

します。 
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オンザフライのセキュリティ暗号化と復号化などの SAP プロセスは同時に実行され、トランザク
ションの一貫性も維持されます。SPARC M7 プロセッサの In-Line Decompression 機能によって、ト
ランザクション処理ワークロードのリアルタイム分析が可能になるため、ユーザーへの応答時間が
大幅に短縮されます。データ・ストリームはメモリ速度で圧縮解凍され、処理されるため、メモ
リ・リソースが解放されます（図 4）。 

SPARC M7 プロセッサは、プロセッサ・コアに直接組み込まれている暗号化アクセラレーションを
使用することで、高レベルのセキュリティを提供します。Oracle SuperCluster M7 システムは、ワ
イヤースピードのセキュリティ機能を装備することで、リアルタイムのセキュアなコンピューティ
ングに通常伴うパフォーマンス低下やコスト増加を排除します。 

 
SPARC M7 
In-Line Decompression 

 
 

図 4：SPARC M7 プロセッサの In-Line Decompression 機能の利点 

 

Oracle SuperCluster は、SAP に対して卓越したパフォーマンスを発揮することが実証されています。
SPARC M7 の In-Line Decompression によって SQL クエリが高速化されるため、ビジネス上重要な
意思決定を支援し、データ・ロードを実行できます。SPARC M7 チップではコアあたりのキャッ
シュ容量は 4 倍、メモリ帯域幅は 2 倍、IO 帯域幅は 3 倍となっています。その結果、SPARC M7
ベース・システムの DAX エンジンを使用し、Oracle Database 12c In-Memory で SQL を実行する場
合、パフォーマンスが 83 倍向上することが実証されています。1 

SAP Standard Application SD ベンチマークは、発注および請求書処理全体のすべてのビジネス・
ワークロードを示す ERP ビジネス・テストであり、アプリケーションとデータベース・ソフトウェ
アの両方を 1 つのシステムで実行できることを実証するものです。SAP Standard Application SD ベ
ンチマークは、実際の ERP ビジネス環境で実行される重要なタスクを表示します。 

Oracle SPARC と SAP の組合せは、比類ない機能とパフォーマンスを達成しています。Oracle の
SPARC T7-2 サーバーは、SAP enhancement package 5 for SAP ERP 6.0 を使用した、2 プロセッサの 2
階層 SAP Standard Application Sales and Distribution（SD）ベンチマークにおいて、世界記録を達成
しており、2 ソケットの x86 システムの 2 階層ベンチマークよりも約 2 倍高い結果となっています

• メモリにさらに多くのデータを配置するために重要 

• データの圧縮解凍をメモリ速度で実行するアクセラレー
ション・ユニットを装備することで、他プロセッサの圧縮
解凍処理に伴う大幅なパフォーマンス・ボトルネックを解
消 

• 16 個の圧縮解凍 PCI カードおよび 60 基の CPU コアと同
等のパフォーマンスを発揮 

• 使用可能なメモリ容量を拡大 
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（1、2、3、4）2。 ｢オラクルのお客様による Oracle SuperCluster と SAP の実装｣に、オラクルのお客
様である iQor と ATOS から得られた Oracle SuperCluster と SAP のパフォーマンス結果を記載してい
ます。 

 

1 https://www.oracle.com/servers/sparc/openworld-hardware-software-together.html 

2 http://www.oracle.com/us/solutions/performance-scalability/sparct7-2-two-chip-sap-2745288.html 

 

｢Oracle SuperCluster を使用し、プライマリ・サイトとセカンダリ・サイトで完全なディザスタ・リ
カバリを実装することで、データセンターの運用が大幅に簡素化され、可用性も向上しました。別
の日立製 x86 ハードウェアで Red Hat、IBM DB2、SAP を実行していましたが、これを置き換えて
SuperCluster に統合し、SAP、Oracle Solaris、Oracle RAC、Oracle Solaris Cluster、Oracle Active 
Data Guard を実行しています。ネットワーク帯域幅は 40 倍に向上し、Oracle Exadata Storage の
IOPS パフォーマンスは 10 倍になりました。また、Oracle SuperCluster によって、アプリケーショ
ン処理の将来的なスケーラビリティが 2 倍となりました。｣ 

世界規模の農産物供給業者 

欧州 

Oracle SuperCluster M7の効率性とSAP 

数十年にわたる共同開発を通じて、Oracle SuperCluster M7 は SAP 向けの Oracle エンジニアド・シ
ステムとなっており、SAP に合わせて Oracle プラットフォームが大幅に機能強化されています。セ
キュリティ、仮想化、高可用性、サポート、認定といった各領域に固有のテクノロジー、Oralce 
Solaris ツール、およびオラクルサービスと SAP サービスは、Oracle SuperCluster M7 によって進化
し続けています。たとえば、Oracle VM Server for SPARC、Oracle Solaris Virtualization Management
テンプレート、Oracle SuperCluster I/O ドメイン作成ツールを使用して、Oracle SuplerCluster M7 向
けの高度な仮想化テクノロジーが開発されています。 

Oracle SuperCluster M7 は、プライベート・クラウドを導入するための柔軟でエラスティックな仮
想化テクノロジーを提供します。SAP を使用する Oracle SuperCluster M7 仮想化のベスト・プラク
ティスには、Oracle VM Server と Oracle Solaris ゾーンを使用したアプリケーションのマルチテナン
ト化が含まれています。Oracle SuperCluster M7 に SAP を導入する場合、SR-IOV、I/O ドメイン、
Oracle Solaris Cluster、データベース・ゾーンでの Oracle RAC の実行といった管理オプションと仮
想化オプションを利用できます。 

 SPARC M7 プロセッサが装備している効率性テクノロジーの 1 つである Silicon Secured Memory に
より、データの整合性の保護、発見されにくいデータの破損防止、迅速かつ高品質なコード開発の
支援という高効率性を実現できます。1 

1 https://www.oracle.com/servers/sparc/openworld-hardware-software-together.html 

https://www.oracle.com/servers/sparc/openworld-hardware-software-together.html
http://www.oracle.com/us/solutions/performance-scalability/sparct7-2-two-chip-sap-2745288.html
https://www.oracle.com/servers/sparc/openworld-hardware-software-together.html
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表 3：Oracle SuperCluster M7 が実現する高い効率性 

特徴 説明 

卓越したパフォーマンス 他のインフラストラクチャと比べて、必要なハードウェア、設置面積、電力、ソフトウェ

ア、管理作業が軽減されるため、コストが削減されます。 

高い効率性を備えたセキュアな 
マルチテナント 

システム・リソースを他のテナントから最大限に分離しながら、リソースをテナントの

データベースとアプリケーションに極めて柔軟にプロビジョニングできます。 

柔軟性のある構成 ビジネスの要求に応じて、コンピュート、メモリ、ネットワーク、ストレージ容量を段階

的にシームレスに追加できます。 

ソフトウェアのサブキャパシティ・ 
ライセンス 

使用する特定のプロセッサ数に応じてソフトウェアのライセンスを購入できるため、コス

トを大幅に削減できます。 

Infrastructure as a Service（IaaS）と

Database as a Service（DBaaS）の 
セルフプロビジョニング 

運用面の複雑さを最小限に抑えながら、管理者がデータベースのプロビジョニングとテナ

ント権限の管理を行えるため、リスクが軽減されます。 

 

シングル・ポイント障害となるコンポーネントのない Oracle SuperCluster M7 の高効率設計には、
高可用性が元々備わっています。さらにオラクルは、Oracle SuperCluster M7 の高可用性と SAP を
組み合わせて使用するための包括的なベスト・プラクティスを作成しています。負荷状態でのパ
フォーマンス・テスト・ケースにより、エンド・ツー・エンドの障害検出とリカバリが 3 分もかか
らずに実行されることが実証されています。テスト・ケースでは、Oracle Solaris Cluster を実行する
ゾーン・クラスタが使用されています。 

SAP アプリケーションは、標準の SAP ツールを使用して Oracle SuperCluster に簡単に展開できます。
データは Oracle Exadata Storage Server の Oracle Automatic Storage Management に直接展開され、
SAP のインストーラによってオプションの Oracle RAC ノードが作成されます。SAP システムの可用
性を高めるために用意されているオプションには、Oracle Solaris Cluster と SAPCTL があります。 

Oracle Solaris Cluster は SAP NetWeaver と完全に統合されており、NetWeaver クラスタ・エージェ
ントを使用できます。SAP セントラル・サービスとアプリケーション・サーバーを、クラスタ化さ
れたインフラストラクチャとしてセットアップできます。また、Oracle Solaris Cluster を汎用ドメイ
ンに構成することもできます。SAPCTL を Oracle Clusterware 上で実行することで、SAP セントラ
ル・サービスの可用性が向上します。Oracle Solaris Cluster と SAPCTL のいずれも、SAP アプリケー
ションで認定されています。 

オラクルと SAP は、高可用性を実現するためのベスト・プラクティスを公開しています。たとえば、
SAP Business Planning and Consolidation アプリケーションを使用する場合は、計画、統合、レポー
トが迅速化されるため、より重要な処理にリソースを解放できます。1 つのアプリケーションで管
理および法制度統合機能を利用し、計画、予算編成、予測を行えます。計画と予測を迅速に調整で
きるため、予算編成サイクルを短縮して決算を迅速化し、規制や財務標準への準拠を促進し、信頼
できるデータに基づいた意思決定を支援できます。 

オラクルのお客様が行ったテストでは、Oracle SuperCluster で SAP Budget Strategy レポートの実行
速度が最大 9 倍になることが実証されています。レポートが大幅に高速になり、レポートの実行に
使用されるリソースも低減されるため、お客様は計画と財務統合を 1 つのアプリケーションで実行
でき、計画と統合にかかる手間も大幅に削減できます。 

また、レポートが高速になるため、データをタイムリーに活用することでサイクル時間を短縮でき、
協業と説明責任（アカウンタビリティ）によって計画、予算、予測の精度が向上します。大量デー
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タを操作、分析できるように最適化された、高速なプラットフォームを使用して適切に準備できる
ため、リスクを軽減しながら、決算を高い精度でタイムリーに行えます。 

   

｢Oracle 製品を使用すると、すべてのアプリケーション層を 1 セットのハードウェアで実行できます。
また、InfiniBand 接続と卓越したハードウェア・パフォーマンスの利点を生かして、関連するアプリ
ケーションも同じハードウェア上で実行できます。まさに、データベースとアプリケーションに最
適化された環境を実行するためのワンストップ・ショップであり、汎用ノードにも対応するもので
す。｣ 

IQOR 
VICE PRESIDENT、IT 

ERIK CARLSON 

オラクルのお客様によるOracle SuperClusterとSAPの実装 

以降のセクションでは、ビジネス・ソリューションやパフォーマンス結果を含め、お客様による
Oracle SuperCluster と SAP の 実 装 に つ い て 概 要 を 説 明 し ま す 。 特 に 、 SAP 向 け の Oracle 
SuperCluster で得られたセキュリティ、パフォーマンス、およびスケーラビリティ上の利点につい
て説明します。 

iQor はビジネス・プロセス・アウトソーシング・サービスと製品サポート・サービスをグローバル
に提供しており、17 か国に 32,000 人の従業員を擁しています。テクノロジー、物流、および分析
プラットフォームを使用することで、ブランド相互作用の測定、監視、分析と、ビジネス・プロセ
スの改善、および業務効率の把握を実現しており、これがお客様に対する優れた成果につながって
います。このプロジェクトの技術的な課題は、柔軟に拡張できるセキュアなマルチテナント・イン
フラストラクチャを使用することで、レポート、分析、およびコア・サービスにおけるカスタ
マー・アプリケーションのパフォーマンスを向上させることでした。 

既存の環境では HP の Itanium 搭載システムを 2 つの別々のデータセンターで使用し、Oracle 
Database、SAP、他のサード・パーティ・アプリケーションを実行していました。iQor は、仮想化
機能とスケーラビリティ機能、最適化された多層ストレージ、既存の Oracle ZFS Storage Appliance
と の InfiniBand イ ン タ ー コ ネ ク ト の 観 点 か ら Oracle SuperCluter を 選 択 し ま し た 。 Oracle 
SuperCluster のパフォーマンスとライセンス・モデルにより、Oracle Database ライセンスの削減率
は 1.7 倍になり、大幅に削減されました。管理対象サービスのコストは 20%削減されており、この
ことが収益の向上に直結しています。 

高可用性は iQor のビジネスに必須であり、システムが停止した場合、1 時間あたり 20 万ドルの収
益損失となります。iQor では、Oracle SuperCluster システムをインストールして以降、完全なフォ
ルト・トレラント設計と Oracle Advanced Monitoring and Resolution サービスを利用することで、
100%のアップタイムを常に達成しています。 

6,000 を超えるお客様にサービスを提供しながら、セキュアで高効率のマルチテナントを実現する
ことで、SAP は複数の同時ユーザーに対応するアフターサービス・データのリアルタイム分析を可
能にしています。スケーラビリティ要件も満たされており、Oracle SuperCluster のベンチマークで
は、優れたパフォーマンスと仮想化によって必要な計画トランザクション量が 1.5 倍強に増加した
という結果が出ています。 
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｢Oracle SuperCluster でミッション・クリティカルなシステムを実現することで、運用コストを削減
しながら、パフォーマンス、スケーラビリティ、稼働時間を向上できました。｣ 

IQOR 

VICE PRESIDENT、IT 

ERIK CARLSON 

 

Atos IT Solutions and Services GmbH は、情報テクノロジー・ソリューションおよびサービスを提供
しています。Atos は欧州の主要データセンターの 1 つであり、製造業、小売業、金融サービス業、
電気通信業、公益事業などの 100 を超える企業の IT インフラストラクチャを管理しています。顧客
の BI、CRM、ERP、HRM、SCM 環境に対して IT アウトソーシング、ビジネス・プロセス管理、シス
テム統合、およびコンサルティングを提供しています。関連するほぼすべての SAP インフラストラ
クチャおよび Oracle の SPARC プラットフォームを数十年にわたって使用しており、最新のデータ
センター・テクノロジーを利用することで常に市場に先行しています。 

この大規模なモダナイゼーション・プロジェクトのビジネス要件として、将来的なスケーラビリ
ティ、最高レベルのパフォーマンス、高可用性、および一元管理がありました。また、SAP および
SAS アプリケーションのパフォーマンス要件としては、ホスティングを利用している顧客を対象と
した SAS 課金と Oracle サービスの迅速なプロビジョニングがありました。これに対し、Atos は、
インフラストラクチャのすべてのコンポーネントとソフトウェア全体を総合的に把握できる、最高
レベルの高度な品質保証契約（SLA）管理を提供していました。 

Atos は、Oracle SuperCluster を導入することで、SAP と他のアプリケーションを一元管理できる高
い可用性を備えたマルチテナント・アーキテクチャを実現し、データセンター・サービスを提供す
るために必要となる IT 管理者の数は半減しました。また、統合によりサーバーの合計台数は 4 分の
1 になりました。電源、冷却、設置スペースについては、75%の削減を達成しました。これらすべ
てが OpEx の削減に寄与しており、Atos の収益増に直接結びついています。 

アプリケーションのパフォーマンス向上はもっとも顕著で、I/O 集中型の問合せ応答時間は 1.8 倍向
上しました。索引再構築などの Oracle Database のメトリックでは、パフォーマンスが 50 倍向上す
ることが示されています。これらすべてのパフォーマンス向上により、ビジネス・クリティカルな
サービスを対象とした高レベルの SLA をお客様へ提供する機会が増加しています。 

Oracle SuperCluster のスケーラビリティと高効率の仮想化により、Atos では Oracle Database のラ
イセンスが必要なコア数が減り、ソフトウェアのライセンス・コストを 50%削減できました。Atos
では、bauMax などのホスティングを利用している顧客のライセンスを管理することで、顧客のコ
ストを削減しました。また、SAP アプリケーションのバッチ処理を高速化することで、エンドユー
ザーのパフォーマンスを 40 パーセント向上させています。 
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｢Oracle SuperCluster にマルチテナントのプライベート・クラウド環境を構築することで、1 台のマ
シンで数多くのお客様に対応できるようになりました。つまり、データセンター内で運用するサー
バー台数を削減し、設置面積と消費電力を削減できました。Oracle SuperCluster ではすべてが 1 台の
筺体に含まれているため、これらを容易に実現できます。また、システム・コンポーネントはすべ
て事前にテストされているため、マシンの使用やアップグレードが簡単です。｣ 

ATOS IT SOLUTIONS AND SERVICES GMBH 

COO、MANAGED SERVICES, CENTRAL EASTERN 

EDUARD KOWARSCH 

 

結論 

Oracle SuperCluster M7 は、データベースとアプリケーションに最適化されたセキュアなクラウ
ド・インフラストラクチャを独自に提供する、唯一の SAP 向けアーキテクチャです。コンピュー
ト・リソース、ストレージ・リソース、ネットワーク・リソースが統合され、仮想化機能、OS、管
理機能が装備されており、SAP ランドスケープに理想的なインフラストラクチャとなっています。 

オラクルの SPARC M7 プロセッサのパフォーマンス、業界最強のセキュリティ、Oracle Solaris 
Cluster とのエンド・ツー・エンドの統合による高可用性、Oracle Solaris に合わせた最適化を含め、
Oracle SuperCluster M7 には新たな最適化が追加されており、これに匹敵する統合プラットフォー
ムはありません。 

オラクルは、高可用性を備えたミッション・クリティカルな Oracle クラウド・プラットフォームを
SAP 向けに独自に提供可能な、広範かつ包括的なテクノロジーとサービスを備えています。このホ
ワイト・ペーパーでは、SAP に関連する Oracle SuperCluster M7 テクノロジーについて概要を説明
しました。 

 

その他の参考資料 

» ホワイト・ペーパー：Oracle SuperCluster の技術概要 

» Web ページ：オラクルの SAP 向けエンジニアド・システム 

» Oracle ブリーフ：Consolidate and Simplify SAP Environments 

» ホワイト・ペーパー：How to Improve the Efficiency and Performance of an SAP Environment 

» Oracle Multitenant Scalability Advantages: An Audit of Performance in the Consolidation Context 
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